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平成１９年度 敦賀発電所年間保守運営計画について

　当社は、敦賀発電所年間保守運営計画を、以下のとおり策定いたしましたのでお知らせ

します。なお、本計画については、安全協定に基づき福井県、敦賀市及び美浜町に連絡し

ております。

１． 運転計画（図－１参照）

　（１）運転計画

敦賀発電所１号機（以下１号機という）の設備利用率は８８.１％（時間稼働率は

９１.３％）、敦賀発電所２号機（以下２号機という）の設備利用率は７５.７％（時間

稼働率は７７.３％）を計画しています。

　（２）定期検査計画

１号機は平成１９年２月１６日から５月上旬※まで、第３１回定期検査を行う計画です。

２号機は平成１９年９月上旬から１１月下旬まで、第１６回定期検査を行う計画です。

※：定期検査中に発生したタービンレーシングワイヤ修繕工事のため、５月上旬に予定されていた

発電再開は５月下旬に、また、定期検査終了（総合負荷性能検査）は６月中旬に変更しました。

　（３）燃料取替計画（定期検査時）

１号機は第３１回定期検査において、４８体を新燃料に取替える計画です。

２号機は第１６回定期検査において、６４体を新燃料に取替える計画です。

２． 原子炉設置変更許可申請計画

原子炉等規制法に基づく「原子炉設置変更許可申請」については、１，２号機共に

今年度の計画はありません。

３． 主要設備の増設・改造工事計画（表－１参照）

主要設備の増設及び改造工事を表－１のとおり計画しています。
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４． 燃料輸送計画

（１） 新燃料

１号機では平成１９年度第４四半期に６０体の新燃料を、２号機では平成１９年度

第１四半期に計８０体の新燃料をそれぞれ輸送する計画です。

号機名 輸送体数 搬出元事業者名 輸送時期

１号機 ６０体
㈱ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ﾆｭｰｸﾘｱ・

ﾌｭｴﾙ・ｼﾞｬﾊﾟﾝ
第４四半期

６４体 三菱原子燃料㈱ 第１四半期
２号機

１６体 原子燃料工業㈱ 第１四半期

合　計 １４０体 （注）輸送体数、時期は変更されることがあります。

　　　

（２） 使用済燃料

１号機では今年度の輸送計画はありません。

２号機では平成１９年度第１四半期に５６体の使用済燃料を輸送する計画です。

号機名 輸送体数 搬出先事業者名 輸送時期

２号機 ５６体
日本原燃㈱

六ヶ所再処理工場
第１四半期

（注）輸送体数、時期は変更されることがあります。

５． 低レベル放射性固体廃棄物輸送計画

　　　今年度の計画はありません。

　

以　　上



年月 設備利用率

号機 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 時間稼働率

１

８８.１％

号
　
　
機 ９１.３％

２

７５.７％

号
　
　
機 ７７.３％

平成１９年 平成２０年

図－１　平 成 １９ 年 度 運 転 計 画

定格熱出力一定運転

定格熱出力一定運転

3

第１６回
定期検査

定格熱出力一定運転

第３１回
定期検査
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表－１　主要設備の増設・改造工事計画

号 機 件　　　名 工　期 概　　　要

１号機 原子炉圧力容器頭部冷却

系配管改造工事

（平成１９年２月１４日発表済）

平成１８～

１９年度

国内外ＢＷＲプラントにおいて、水の放射線分解で発

生した非凝縮性ガス（水素・酸素）が配管内等で滞留

し、急速燃焼して配管が破断した事象に鑑み、第３１

回定期検査において、運転中に流れがなく非凝縮性

ガスが滞留する可能性がある原子炉圧力容器頭部冷

却系配管にガス抜き（ベント）管を設置します。

１号機 耐震裕度向上工事

（平成１９年２月１４日発表済）

平成１９年度 既設設備の耐震裕度を一層向上させるため、第３１回

定期検査において、格納容器冷却系等の配管や中央

制御室換気空調系の空調ダクトのサポート等を強化

します。

１号機 使用済燃料貯蔵ラックサ

ポート耐震裕度向上工事

平成１９

～２０年度

既設設備の耐震裕度を一層向上させるため、平成１９

年度から現場調査を実施し、使用済燃料貯蔵ラックを

支持するサポートを追加設置します。

（参考図－１）

１号機 取水系構造物耐震裕度向

上工事

平成１９

～２０年度

既設設備の耐震裕度を一層向上させるため、１号機

取水系構造物について、金属製の矢板等により補強

します。

（参考図－２）

２号機 原子炉容器上部ふた取替

工事

（平成１８年２月２日発表済）

平成１９年度 国内外プラントで発生した、原子炉容器上部ふたの応

力腐食割れ（ＰＷＳＣＣ）事象に鑑み、原子炉容器上部

ふたの長期的な信頼性を確保するため、第１６回定期

検査において、管台部の耐応力腐食割れ性を向上さ

せた新しい上部ふたに取替えます。

２号機 原子炉容器上部ふた保管

庫設置工事

（平成１８年２月２日発表済）

平成１８～

１９年度

第１６回定期検査にて実施する原子炉容器上部ふた

取替工事に伴い、取替えた原子炉容器上部ふたの保

管及び取替え工事に伴い発生する放射性固体廃棄

物の保管のため、原子炉容器上部ふた保管庫を発電

所構内に設置します。

２号機 蒸気タービン取替工事 平成１９年度 主タービンについて設備の予防保全（低圧ロータ応力

腐食割れ（ＳＣＣ）対策）を図るため、第１６回定期検査

において、低圧タービン及び高圧タービンを取替えま

す。

（平成１９年１月１８日発表済） （参考図－３）

２号機 一次冷却系温度計ウェル

修繕工事

平成１９年度 経済産業省原子力安全・保安院指示に基づく、温度

計ウェル等の配管内円柱状構造物の構造評価結果よ

り、評価上、流体による共振の可能性が確認された一

次冷却系低温側狭域温度計ウェル（合計８箇所）につ

いて、第１６回定期検査において共振の可能性のない

構造のものに取替えます。

（参考図－４）
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号 機 件　　　名 工　期 概　　　要

２号機 耐震裕度向上工事 平成１９年度 既設設備の耐震裕度を一層向上させるため、第１６回

定期検査において、加圧器逃がしライン等の配管サ

ポート等の支持構造物を強化します。

（参考図－５）

１，２号機

共　通

ポリ塩化ビフェニル含有

絶縁油保管庫設置工事

平成１９年度 平成１３年７月に施行されたポリ塩化ビフェニル（以下

「ＰＣＢ」という）廃棄物の適正な処理の推進に関する

特別措置法に基づき、現在、発電所構内倉庫で保管

しているＰＣＢ含有絶縁油及び今後の定期検査等によ

り発生するＰＣＢ含有絶縁油を保管するための保管庫

を設置します。

（参考図－６）
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（１号機）使用済燃料貯蔵ラックサポート耐震裕度向上工事

　

　既設設備の耐震裕度を一層向上させるため、平成１９年度から現場調査を実施し、使用済燃料貯蔵

ラックを支持するサポートを追加設置します。

概　　要

参考図－１

既 設 サ ポ ー ト：ステンレス鋼

使用済燃料貯蔵ラック：アルミ合金

支持サポート（追加）          ：ステンレス鋼

材　質

改 造 前 改造後（イメージ図）

使用済燃料貯蔵ラックサポート改造前後比較図

：既設サポート ：支持サポート（追加）：使用済燃料貯蔵ラック

凡　例

使用済燃料貯蔵プール

使用済燃料貯蔵ラック

使用済燃料貯蔵プール

支持サポートの追設概念図

：既設サポート ：支持サポート（追加）

凡　例

水深：１１ｍ

水中
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（１号機）取水系構造物耐震裕度向上工事

多目的架台（既設）

EL.－4.4ｍ

EL.+3.0ｍ

矢板（新設）

頭部連結（コンクリート）

約
20
ｍ

約 3～5ｍ

約 2ｍ

約 3～5ｍ 約 15ｍ

　既設設備の耐震裕度を一層向上させるため、１号機取水系構造物について、金属製の矢板等に

より補強します。

概　　要

工事範囲概念図

補強工事概要図（代表例：取水路部断面）

１号機

浦底湾

※：１号機取水系構造物の補強範囲及び工法については、

今後の検討の進捗に応じて確定していきます。

凡　例

：１号機取水系構造物※

参考図－２

取水路
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（２号機）蒸気タービン取替工事

蒸気入口

≪低圧タービン断面図（３基）≫

≪高圧タービン断面図≫

高圧ロータ 低圧ロータ

復水器へ

低圧タービンへ低圧タービンへ

復水器へ

炭素鋼→低合金鋼への採用

高圧タービンより

：低圧タービン内部車室：低圧タービンロータ、高圧タービンロータ

：動・静翼 ：翼環

＜取替範囲＞

：高圧タービン外部車室

  44 インチ（約 112 ㎝）→54 インチ（約 137 ㎝）

［参考］
　低圧ロータ全長：約 955㎝
　　低圧ロータ主軸軸受部直径：約 66㎝

④ 低圧タービン最終翼の長翼化

44 インチ翼　54 インチ翼

・ 最終翼を 54 インチ翼にすることにより、蒸気の通過流速
を下げ、翼振動応力を低減させる。

・ 翼溝に発生する応力を低減させるため、翼溝及び翼根を大
型化する。

① 全一体型ロータの採用

取替前ロータ

（部分一体型）

取替後ロータ

（全一体型）

円板を加熱後、軸に挿入

し冷却する。（焼嵌め）

ＳＣＣ感受性の低い材料
の円板を軸と一体成型し

たロータとする。

円板

軸

ロータ取替

カップリング

形状変更

取替前 取替後

油圧で脱着可能なボルトを採用し保守性を向上させる。

取替前 取替後

ボルト穴径 60mm 73mm
ボルト本数 24本 20本

翼を通過する蒸気の流れによる損失を抑えるとともに、振動応

力を低減させる翼形状とする。

② ３次元流体設計翼の採用

　　取替後取替前（平行翼）

翼

翼根

円板

③ カップリング形状の変更

②３次元流体設計翼の採用 ①全一体型ロータの採用

③カップリング形状の変更 ④最終翼の長翼化⑤耐浸食性の向上

　主タービンについて設備の予防保全（低圧ロータ応力腐食割れ（ＳＣＣ）対策）を図るため、

第１６回定期検査において、低圧タービン及び高圧タービンを取替えます。

概　　要

参考図－３
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（２号機）一次冷却系温度計ウェル修繕工事

※：各 電 力 事 業 者 においては、平 成 ７年 １２月 の国 内 プラントでの事 故 を踏 まえ、配 管 内 に設 置 されてい

る円 柱 状 構 造 物 について、当 時 の知 見 をもとに評 価 を行 い流 力 振 動 が発 生 しないことを確 認 してい

た。その後 、日 本 機 械 学 会 で「配 管 内 円 柱 状 構 造 物 の流 力 振 動 評 価 指 針 」が整 備 され、平 成 １８

年 １月 より技 術 基 準 として適 用 された。

温度計ウェル

管台

溶接

母管

（内面側）

（外面側）

約
１

３
３

㎜

約
２

３
５

㎜

約
１

２
４

㎜

温度計ウェル外径
約２２．１㎜

母管

管台

溶接

（内面側）

（外面側）

温度計ウェル

　経済産業省原子力安全・保安院指示※に基づく、温度計ウェル等の配管内円柱状

構造物の構造評価結果より、評価上、流体による共振の可能性が確認された一次

冷却系低温側狭域温度計ウェル（合計８箇所）について、第１６回定期検査にお

いて共振の可能性のない構造のものに取替えます。

概　　要

【取替対象】

　一次冷却材温度計ウェル（低温側）
各 ループ２台 、合 計 ８台

原 子 炉

一 次 冷 却 材 ポンプ

蒸 気 発 生 器

系統概要図

温度計ウェル概要図

穴の直径　約２２．５㎜

約
６

９
㎜

約
４

１
㎜

隙間約０．２㎜

参考図－４

穴の直径　約２２．５㎜

温度計ウェル外径
約２２．４㎜

母管との隙間を
無くし、共振の発
生を回避させる

［取替前］ ［取替後］
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（２号機）耐震裕度向上工事

：追設サポート

同材のサポートを

追設し、配管の支

持機能を強化する。

　既設設備の耐震裕度を一層向上させるため、第１６回定期検査において、加圧器逃がしライン

等の配管サポート等の支持構造物を強化します。

概　　要

改造前後比較図

加圧器逃がしライン概略系統図

加圧器逃がしタンク

加
圧
器

加圧器逃がし弁

：配管サポート支持機能強化対象範囲

加圧器逃がしライン

加圧器安全弁

原子炉

蒸気発生器

一次冷却材ポンプ

参考図－５

同材のサポートを

追設し、配管の支

持機能を強化する。

対象配管

サポート

（炭素鋼）

改 造 前 改造後（イメージ図）
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（１,２号機）ポリ塩化ビフェニル含有絶縁油保管庫設置工事

 

ＰＣＢ保管庫
設置場所

１号機

事務本館

１２ｍ

 

Ｎ

工事協力会事務所

浦底湾

参考図－６

　平成１３年７月に施行されたポリ塩化ビフェニル（以下「ＰＣＢ」という）廃棄物の適正な処

理の推進に関する特別措置法に基づき、現在、発電所構内倉庫で保管しているＰＣＢ含有絶縁油

及び今後の定期検査等により発生するＰＣＢ含有絶縁油を保管するための保管庫を設置します。

概　　要

設置場所

建屋外観

 ≪仕　様≫

 構　　造 ：鉄筋コンクリート地上１階

 面　　積 ：約９０ｍ２

保管可能量：２０,０００ℓ７．５ｍ

３．５ｍ


